
                                           2025/5/21 発行 

編集委員：深澤文晴  ,℡:  090-4542-1982, Mail:  f_fukazawa@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ラ
カ
ラ
の
状
態
で
電
話
を
掛
け
ま
し
た
。

返
事
は
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
ま
し
た
。
一
瞬
本
当

か
と
返
事
を
問
い
返
し
間
違
い
な
く
支

部
長
交
代
を
受
け
る
と
言
う
電
話
で
の

返
事
に
一
瞬
脱
力
感
を
感
じ
た
く
ら
い

有
難
い
返
事
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

次
第
で
す
。
良
く
ぞ
快
諾
し
て
も
ら
え
た

も
の
だ
と
不
思
議
な
境
地
で
あ
り
ま
し

た
。
元
海
将
に
湘
南
支
部
長
を
受
け
て
も

ら
え
た
こ
と
は
、
多
分
全
国
の
隊
友
会
支

部
で
は
初
め
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

ま
た
こ
れ
が
契
機
に
支
部
長
高
齢
化
の

中
他
の
支
部
へ
の
好
影
響
が
生
じ
る
の

で
は
と
思
え
今
回
の
交
代
で
何
が
変
わ

る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。 

先
般
、
神
奈
川
県
隊
友
会
理
事
役
会

で
、
支
部
長
の
任
期
延
長
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、「
県
隊
友
会
支
部
長
任
期
は
３
期

６
年
が
原
則
、
止
む
を
得
な
い
場
合
延
長

が
認
め
ら
れ
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
県
下

９
支
部
の
支
部
長
の
内
、
６
年
目
が
１
支

部
、
８
年
目
が
１
支
部
、
９
年
目
が
１
支

部
、
１
２
年
目
が
１
支
部
、
１
３
年
目
が

１
支
部
そ
し
て
１
４
年
目
が
１
支
部
の

湘
南
支
部
長
と
の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

即
ち
小
生
は
、
県
下
で
最
長
老
の
支
部
長

で
あ
っ
た
訳
で
す
。 

こ
の
支
部
長
の
高
齢
化
に
つ
い
て
少

し
触
れ
て
み
ま
す
。
そ
の
第
１
は
、
何
故

そ
の
よ
う
に
高
齢
化
と
な
る
の
か
で
あ

ろ
う
か
。
理
由
は
簡
単
で
あ
り
、
入
会
者

が
少
な
い
、
か
つ
隊
友
会
と
し
て
の
会
員

数
が
毎
年
確
実
に
減
少
し
て
い
る
中
、
若

い
入
会
者
が
理
事
役
と
い
う
役
を
や
り

た
が
ら
な
い
と
言
う
事
で
あ
ろ
う
。
誠
に

残
念
な
話
で
あ
り
ま
す
。
第
２
は
、
支
部

長
の
高
齢
化
の
た
め
、
新
し
い
陸
海
空
自 

                    
 

 
 

 

 

 

国民と自衛隊との架け橋！ 

令和 7 年 5 月号（No.259） 
 

発行責任者 
公益社団法人隊友会 神奈川県隊友会 

湘南支部長 清﨑 忠圀 

平塚市豊原町 23‐14 

Tel：080-1174-8224 

隊
           

友
 

 

の
退
職
者
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い
と
言

う
こ
と
で
あ
り
、
理
事
役
要
員
を
掘
り
起

こ
す
情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
第
３
は
、
高
齢
化
の
た
め
世
の
中

の
変
化
や
新
し
い
情
報
を
得
る
能
力
、
気

力
等
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
支
部
長
交
代
で
約
１
９
年
若

返
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
誠
に
重

要
で
あ
り
必
要
な
改
革
と
な
ろ
う
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
現
役
と
の
繋
が
り
も
大

き
く
各
種
の
意
思
疎
通
が
可
能
と
な
る

と
思
い
ま
す
。
第
４
は
、
支
部
長
の
２
０

年
弱
も
若
返
り
す
る
こ
と
は
、
理
事
役
会

そ
の
も
の
が
若
返
り
、
そ
の
判
断
の
速
さ

や
、
的
確
性
等
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま

す
。
即
ち
理
事
役
会
の
活
性
化
そ
し
て
湘

南
支
部
全
体
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

今
回
の
支
部
長
交
代
は
次
の
時
代
へ

の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
こ
と
で
あ
り
湘
南
支
部
の
大

き
な
変
化
も
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
１
４
年
間
の
支
部
長
と
い

う
役
職
を
終
え
る
に
当
た
り
、
隊
友
会
な

ら
で
は
の
多
数
の
陸
海
空
自
Ｏ
Ｂ
の
会

員
各
位
と
の
交
流
そ
し
て
理
事
役
会
、
ま

た
多
く
の
特
別
会
員
の
皆
さ
ん
方
と
各

種
の
行
事
等
を
通
じ
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
こ
と
、
丁
度
海
自
を
退
職
す
る
時
の

よ
う
な
心
境
と
な
り
そ
う
で
あ
り
拙
い

支
部
長
を
良
く
支
え
て
も
も
ら
い
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
中
尾
新
支
部
長
を
中
心
に
新
し
い

湘
南
支
部
の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

各
位
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念
し
支 

部
ニ
ュ
ー
ス
最
後
の
投
稿
記
事
と
致
し

ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
支
部
長
退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

相
模
國
三
之
宮 

比
々
多
神
社 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
三
ノ
宮
に
鎮
座

す
る
旧
相
模
国
最
古
級
の
神
社
。
旧
社
格

は
郷
社
で
、
現
在
で
は
神
奈
川
県
神
社
庁

に
よ
る
献
幣
使
参
向
神
社
と
な
っ
て
い

る
。
古
く
は
「
冠
大
明
神
」
と
も
称
し
た
。 

延
長
５
年
（
９
２
７
年
）
の
『
延
喜
式

神
名
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
比
比
多
神

社
（
相
模
国
の
延
喜
式
内
社
十
三
社
の
内

の
一
社
〈
小
社
〉）
と
さ
れ
る
が
、
後
述

の
よ
う
に
論
社
も
存
在
す
る
。
毎
年
５
月

５
日
に
大
磯
町
国
府
本
郷
の
神
揃
山
（
か

み
そ
ろ
い
や
ま
）
で
行
わ
れ
る
旧
相
模
国

の
伝
統
的
な
祭
事
、
国
府
祭
（
こ
う
の
ま

ち
）
に
参
加
す
る
相
模
五
社
の
一
つ
で
同

国
三
宮
に
当
た
る
。
所
在
地
名
の
「
三
ノ

宮
」
は
当
社
に
ち
な
み
、
古
く
よ
り
「
三

ノ
宮
さ
ま
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

天
保
５
年
（
１
８
３
４
年
）
に
書
か
れ

た
『
比
比
多
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
当
社
は

神
武
天
皇
の
天
下
平
定
の
際
に
、
人
々
を

護
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

『
比
々
多
神
社 

参
拝
の
栞
』
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
は
神
武
天
皇
６
年
（
紀
元
前
６
５
５

年
）
の
こ
と
で
、
人
々
が
古
く
か
ら
祭
祀

の
行
わ
れ
て
い
た
当
地
を
最
良
と
選
定

し
、
大
山
を
神
体
山
と
し
豊
国
主
尊
を
日

本
国
霊
と
し
て
祀
っ
た
こ
と
を
起
源
と

し
て
い
る
。 

一
方
、
境
内
お
よ
び
近
隣
か
ら
発
掘 

 

 

[ 

１
４
年
間
の
支
部
長
生
活
と 

退
任
の
ご
挨
拶 

] 

１
４
年
間
に
約
１
５
０
回
（
年
間
１
１

回
の
理
事
役
会
）
の
理
事
役
会
を
通
じ
、

湘
南
支
部
長
と
し
て
日
々
多
岐
に
亙
る

諸
活
動
に
対
応
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
反
面
、
支
部
会
員
の

減
耗
を
食
い
止
め
る
的
確
な
対
応
も
見

出
せ
な
い
中
、
理
事
役
各
位
の
交
代
も
儘

な
ら
な
い
状
況
と
な
り
一
人
三
役
の
理

事
役
の
皆
さ
ん
方
に
申
し
訳
な
い
状
況

と
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
解
決
策
も
見
出

せ
な
い
中
、
加
え
て
小
生
の
家
族
の
介
護

生
活
と
の
両
立
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
、

円
滑
な
支
部
活
動
の
実
施
が
不
安
と
な

り
始
め
た
時
、
中
尾
剛
久
会
員
の
事
を
思

い
出
し
ダ
メ
も
と
で
支
部
長
交
代
の
話

を
切
り
出
し
た
訳
で
す
。
伝
統
的
に
か
神

奈
川
県
隊
友
会
で
は
各
支
部
長
は
陸
海

空
自
退
職
時
の
階
級
が
将
補
以
下
で
あ

り
、
元
海
自
佐
世
保
地
方
総
監
（
海
将
）

で
あ
っ
た
中
尾
会
員
を
湘
南
支
部
長
に

と
言
う
事
は
誠
に
口
幅
っ
た
い
事
と
い

う
認
識
は
あ
り
、
湘
南
支
部
長
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
誠
に
常
識
外
れ
と
解
さ
れ

て
も
仕
方
な
い
事
と
い
う
境
地
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
支
部
長
交
代
の
依
頼

を
し
て
か
ら
１
か
月
後
に
返
事
が
あ
る

こ
と
と
な
り
そ
れ
ま
で
生
き
た
心
地
で

は
な
か
っ
た
日
々
で
し
た
。
も
し
だ
め
な

ら
支
部
長
業
務
と
家
族
の
介
護
生
活
と

の
２
重
生
活
的
な
状
況
は
誠
に
困
難
と

な
る
か
ら
で
あ
り
ど
の
よ
う
な
対
応
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
の
苦
悩
の
毎
日
と

な
り
、
支
部
活
動
へ
の
悪
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
事
と
な
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
そ
の
日
が
来
ま
し
た
。
口
の
中
が
カ 
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 圭
介
、
原
博
章
、
星
野
剛
士
、
河
野
太
郎
、

市
川
和
広
、
大
野
直
人
、
左
奈
田
幸
一
、

吉
田
清
人
、
松
澤
弘
海
、
松
長
泰
幸
、
川

内
美
喜
男
、
臼
井
忠
欣
、
加
藤
大
嗣
、
塚

本
昌
紀
、
吉
田
実
、
宮
城
覺
映
、
飯
島
邦

光
、
金
子
勇
二
、
国
松
誠
、
原
康
二
、 

正
会
員 

田
中
宏
治
、
三
澤
征
治
、
渡
邉
直
、
桜
庭

憲
昭
、
其
浦
勇
治
、
栩
木
実
、
濱
口
浩
二
、

小
林
貞
雄
、
常
光
康
弘
、
横
山
安
廣
、
相

馬
孝
良
、
小
見
山
雅
、 

終
身
（
寄
付
者
） 

尾
﨑
謙
一
、
坂
西
厚
隆
、
春
日
敏
、
髙
見

巖
、
日
高
昭
、
堀
井
光
男
、
青
山
元
彦
、

岩
﨑
政
弘
、
清
﨑
忠
圀
、
佐
藤
友
昭
、
関

克
行
、
西
村
剛
、
平
川
幹
雄
、
蛭
田
信
次
、

髙
木
幸
夫
、
寺
中
哲
夫
、
澤
野
憲
二
、
塩

川
儒
廣
、
福
樂
勣
、
深
澤
文
晴
、
宮
崎
栄

介
、
前
田
秀
彦
、
吉
富
望
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

正
会
員 

 

・
二
挺
木 

智
也 

元
陸
上
自
衛
隊 

さ
れ
た
遺
跡
遺
物
か
ら
、
縄
文
時
代
中
期
の
環

状
配
石
中
に
あ
る
立
石
が
祭
祀
遺
跡
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
神
社
側
は
、
当
社
の
淵
源
は
１
万

年
以
上
前
の
縄
文
の
原
初
的
な
山
岳
信
仰
に
ま

で
遡
る
と
推
定
さ
れ
、
東
日
本
最
古
級
の
神
社

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
当
社
は

大
山
の
東
南
山
麓
に
鎮
座
し
て
い
る
が
、
『
日

本
の
神
々 

-

神
社
と
聖
地-

 

１
１ 

関
東
』
に
お

い
て
も
、
当
初
は
大
山
を
遥
拝
す
る
宮
だ
っ
た

だ
ろ
う
と
考
察
し
て
い
る
。 

 

『
比
比
多
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
崇
神
天
皇
７

年
（
紀
元
前
９
１
年
）
に
神
地
神
戸
を
寄
せ
ら

れ
、
垂
仁
天
皇
２
７
年
（
紀
元
前
３
年
）
８
月

に
は
神
祇
官
が
詔
を
受
け
弓
矢
を
奉
幣
し
て
い

る
。 『

比
々
多
神
社 

参
拝
の
栞
』
に
よ
れ
ば
、
大

化
元
年
（
６
４
５
年
）
大
酒
解
神
と
小
酒
解
神

の
２
柱
を
合
祀
し
、
そ
の
際
「
鶉
瓶
（
う
ず
ら

み
か
）」
と
呼
ば
れ
る
須
恵
器
が
納
め
ら
れ
た
の

だ
と
言
う
。
持
統
天
皇
６
年
（
６
９
２
年
）
に

国
司
布
施
朝
臣
色
布
智
（
ふ
せ
の
あ
そ
ん
し
こ

ふ
ち
）
が
社
殿
を
修
復
す
る
と
共
に
狛
犬
１
対

を
奉
納
し
て
い
る
。
天
平
１
５
年
（
７
４
３
年
）

武
内
宿
禰
の
裔
孫
で
あ
る
紀
朝
臣
益
麿
（
き
の

あ
そ
ん
ま
す
ま
ろ
）
を
初
代
宮
司
に
迎
え
る
と

共
に
、
聖
武
天
皇
よ
り
荘
園
を
賜
っ
た
。
天
長

９
年
（
８
３
２
年
）
に
は
国
司
の
橘
朝
臣
峯
嗣

（
た
ち
ば
な
の
あ
そ
ん
み
ね
つ
ぐ
）
を
勅
使
と

し
て
相
模
国
総
社
「
冠
大
明
神
」
の
神
号
を
淳

和
天
皇
よ
り
賜
っ
た
と
さ
れ
る
。 

   

編
集
後
記 

５
月
１
４
日
１
５
時
す
ぎ
、
愛
知
県
犬
山

市
入
鹿
池
に
航
空
自
衛
隊
の
Ｔ−

４
練
習
機

が
墜
落
し
乗
っ
て
い
た
隊
員
２
人
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・06/07（土） 

 第３回支部理事役会 

・06/18（水） 

 ６月号隊友紙発送 

・07/05（土） 

 第４回支部理事役会 

・07/18（金） 

 ７月号隊友紙発送 

・08/02（土） 

 第５回支部理事役会 

・08/18（月） 

 ８月号隊友紙発送 

・09/14（土） 

 第６回支部理事役会 

主
祭
神 

・
豊
斟
渟
尊
（
と
よ
く
む
ぬ
の
み
こ
と
） 

・
天
明
玉
命
（
あ
め
の
あ
か
る
た
ま
の
み
こ
と
） 

・
稚
日
女
尊
（
わ
か
ひ
る
め
の
み
こ
と
） 

・
日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
） 

相
殿
神
（
あ
い
ど
の
し
ん
） 

・
大
酒
解
神
（
お
お
さ
か
と
け
の
か
み
） 

・
小
酒
解
神
（
こ
さ
か
と
け
の
か
み
） 

神
奈
川
県
重
要
文
化
財 

・
鶉
甕
（
う
ず
ら
み
か
）
：
昭
和
３
１
年
指
定 

伊
勢
原
市
重
要
文
化
財 

・
狛
犬
一
対
：
昭
和
３
１
年
指
定 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

災
害
時
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

陸
上
自
衛
官
は
野
外
演
習
の
際
に
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
各
自
持
っ
て
い
く
。
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
忘
れ
る
と
悲
惨
な
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
災
害
時
に
手
ぶ
ら
で
避
難
所
に
行

く
方
は
少
な
い
と
思
う
が
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
備
蓄
品
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
避
難
先

で
困
る
可
能
性
が
高
い
。 

防
災
時
ト
イ
レ
の
必
要
性
は
様
々
な
場
所
で

強
調
さ
れ
備
蓄
し
て
い
る
人
も
増
え
て
い
る
。

以
前
に
排
泄
量
や
ど
れ
く
ら
い
の
ト
イ
レ
パ
ッ

ク
を
備
蓄
す
れ
ば
よ
い
か
記
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
存
在
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。 

家
庭
で
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
使
用
量
は

購
入
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
で
概
ね
消
費
量
は
把
握

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
し
か
し
備
蓄
や

災
害
時
持
ち
出
し
品
に
な
る
と
ど
れ
く
ら
い
必

要
だ
ろ
う
か
？
日
本
ト
イ
レ
協
会
に
よ
る
と
、

日
本
で
は
１
回
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
使
用

量
は
約
８
０
㎝
と
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
５
０

㎝
だ
そ
う(

国
に
よ
っ
て
は
水
の
み
使
用)

。
更

に
小
の
と
き
平
均
使
用
量
は
６
６
㎝
、
大
だ
と 

１
４
６
㎝
と
さ
れ
る
。
男
女
差
は
、
女
性
の

１
日
あ
た
り
の
平
均
使
用
量
は
１
２
．
５
ｍ
、

男
性
は
３
．
５
ｍ
と
さ
れ
、
女
性
の
方
が
使

用
量
は
多
い
。 

日
本
で
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
コ
ロ
ナ
過

で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
不
足
を
経
験
し
て

お
り
多
少
は
自
宅
に
備
蓄
が
あ
る
か
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
れ
が
自
身
や
家
族
に
と
っ
て
の

適
正
量
な
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
男
性

１
人
で
あ
れ
ば
６
５
ｍ
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
１
個
で
２
０
日
以
上
持
つ
が
、
女
性
で
あ

れ
ば
５
日
し
か
も
た
な
い
の
だ
。
男
性
３
．

５
ｍ×

〇
日×

〇
人
＋
女
性
１
２
．
５
ｍ×

〇
日×

〇
人
＝
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
必
要

量
〇
ｍ
で
お
お
よ
そ
の
必
要
量
が
計
算
で
き

る
の
ぜ
ひ
計
算
し
て
み
て
ほ
し
い
。
使
用
量

に
は
個
人
差
や
体
調
に
も
よ
る
の
で
、
自
身

が
ど
れ
く
ら
い
１
回
に
使
用
し
て
い
る
の

か
、
家
族
で
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
ロ
ー
ル
が
無
く
な
る
の
か

気
に
し
て
み
る
と
必
要
備
蓄
数
や
持
ち
出
し

数
が
算
出
さ
れ
る
。 

余
談
と
し
て
、
ペ
ー
パ
ー
類
の
持
ち
出
し

品
に
は
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
防
水
対
応
し

て
お
く
こ
と
で
湿
気
や
水
害
な
ど
で
持
ち
出

し
た
は
い
い
が
避
難
先
で
使
用
で
き
な
い
と

い
う
事
態
を
予
防
で
き
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
７
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
五
月
十
六
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
法
人
会
員 

 

テ
ク
ノ
ブ
リ
ッ
ジ
㈱
、
㈱
櫻
井
興
業
、 

特
別
会
員 

泉
川
博
、
尾
上
洋
一
、
木
村
俊
雄
、
中
根 

 


